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技術報告 
ハバード社技術チーム 

自動集卵システムでの巣外卵の管理 
 

様々な鶏種において、重量種タイプの種鶏は、度々彼らの自然な本能に戻ることがあります。多くの集団

の中で他の個体を真似て、床面での産卵といったこの行動を真似ることが見られます。 
 
この状況を迅速に管理することが重要で、もし管理しないなら結果が深刻かつ、巣外卵レベルは比例的に

増加します。結果として、 

 余計な仕事増加 

 汚れた汚染された種卵 

 種卵数の低下 

 孵化率の低下 

 雛質の低下 

 孵化場での汚染 
 
今日、利用可能な自動ネストの様々なシステムは、藁や他のネスト敷料を使用した手動システムと比べて

少ないハンドリングで、作業性、より良い種卵品質獲得、格外卵数低減など幅広く使用されています。 

どのような技術が、床面での産卵を減らし、またメスにネスト内での産卵を促すようにするためにこのタ

イプの設備に提供されているのでしょうか？必要な業務は、育成期間中から早期に始めます。 
 
育成期間：有効な鶏群に達するための目標 

 鶏が止まり木に止まるための訓練をするために 4～5 週齢から止まり木を使用してください。様々な

デザインが可能です。生産期間に使用するスラットのデザインに近いものは、鶏群がより容易にネ

ストやドリンカーを見つける訓練のためにメリットがあるでしょう。 

 
 光線照度：低すぎる照度は避けてください。照度は、鶏群がより活発にかつ容易に止まり木に止ま

れるように鶏舎全体で均一で 8～10 ルクスとすべきです。 

 敷料上へのグリットや穀類の配布（3g/羽、2～3 回/週） 

 良好な鶏群均一性                                   1/7 

スラット1m² / 500羽 

止まり木3cm /羽 
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生産期間： 

鶏舎は、鶏群を受け入れる準備をしておくべきです。すべての換気、給餌器、給水器、ネストは、正常に

運転できる状態にあるべきです。 

鶏群を遅れて移動させないでください（少なくとも生産開始前の2週間）。 
 
鶏舎構造： 

それぞれ両側スラットで真ん中がネスト、スラットエリアと鶏舎の幅によってスラットエリアの両側

が敷料である構成は最もよく見られるレイアウトです。このレイアウトは、様々な国で使用されてお

り、一般的に巣外卵のレベルに関して良好な結果を得ています（例：アメリカ 写真1）。他の状況で

は、ネストや設備の設置、スラットエリアや鶏舎幅の⾧さにより、このレイアウトは、より多くの巣

外卵を誘発します（写真2）。 

写真1 写真2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
✔ スラット 

十分な広さのスラットエリア（合計の床面の 2/3）は、良好な敷料の維持と巣外卵レベルの低減に役立ちます

が、様々な不都合もあります。高価な投資コスト、洗浄時の労働力増加、交配が困難なスラット上でメスがよ

り多くの時間を過ごすことによる受精率低下のリスクなど。またオスメス双方のフッドパッドに傷がつくな

ど。スラット上の給餌器ラインや給水器ラインの配置は、ネストへのメスの容易なアクセスの障害になり得ま

す。 
 
多くの国で頻繁に使用されるレイアウト 

 スラットエリア = 合計床面積の約 20％ 

 スラット上での給水器と床面での給餌器 

 オス給餌システムは、オス採食中にネストへのアクセスの障害にならないように側壁近くに設置 

 側壁でのネストシステムに関しては、オス給餌器は鶏舎真ん中に設置 
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 床面からスラットの高さは、ミニ鶏種では 35/40 ㎝以上にならないように、通常鶏種では 40/45 ㎝

以上にならないように設置。 

 傾斜は、5～8％にされるべきです。急すぎると床面での産卵を促します。スラット高さが高すぎる

場合、より容易に登れるようにランプ（出っ張り）やステップを使用してください。 
 

 
 設備のマニュアルを尊重ください。給水器、給餌スペース（それぞれの製品の正しい管理ガイドラ

インを参照）、ネストスペース（80～90 羽/m ネストスペース） 

 給水器及び給餌器双方の正しい高さ調節は、鶏群の活動に役立ちます。給餌器ラインを上げるため

のウインチシステムは、給餌トイの付近や下への巣外卵の制限や鶏群活動に有効です。 

 ネスト内の小さな照明の使用は、メスをネストに引き付けるのに役立ちます。点灯前の 20～30 分前

に点灯し、消灯後 25～30 分で再び点灯します。 

 
✔ 光線 

 敷料エリアで暗い部分を避けるために最低 50 ルクスの均一な光線照度を維持してください。これの

ために 3～4 ラインのライトが、鶏舎幅により必要となります。⾧年にわたりライトはまだ点灯する

かもしれませんが、光線照度は薄暗く点灯するかもしれませんので、照度計を使用して鶏の高さで

光線照度を確認下さい。 

 点灯前の産卵を避けるために最高日⾧時間は、14～15 時間で、鶏種によって 16 時間は、産卵開始

時に達成されるべきです。                               3/7 
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 床面の敷料：細かい藁、敷料、もみ殻 

 メスが産卵場所を選ぶ前に敷料が深すぎる場合、巣外卵を誘発します。そのため、産卵ピーク時
までにできる限り敷料の深さを制限してください。天候、換気、鶏舎のタイプ、暖房などの状況
にもよります。その深さは全床面に良好で均一な敷料を維持するために産卵開始時で敷料無しの
状態から徐々に1～3㎝、寒い天候では4～6㎝の幅が可能です。逆に、敷料の品質が均一でない場
合、鶏は乾いたエリアに集まるようになり、床面で産卵する機会が増加します。 

 移動後の舎内温度（最低20～21℃）、換気、給水システムを管理してください。産卵開始～ピー
ク産卵までの間、敷料の追加は避けてください。 

 硬い、または湿った敷料は鶏を活発にさせず、寒さに敏感になり、そして敷料の上に集団で固ま
るので、巣外卵を減少させる助けになりません。また一方で、フットパッドの質を低下させ、鶏
群の成績に影響を及ぼします。 

 
 産卵初期の鶏群管理 

 給餌器：早い配餌を確実に行い、餌を待つメスを無くすために5～10％産卵後すぐに飼料を増
やしてください。ピーク給餌は50～60％産卵の間で実現させる必要があります。朝一の給餌
は、照明が点灯後15分以内に配餌されなければなりません。採食時間が⾧すぎる（4～5時間
以上）場合は、鶏群がピーク産卵に向かうほど増えていくので、ピーク産卵期間中のメスの
採食を避けるために2回の食事（朝50％/午後50％）に分けることが役に立ちます。これと同
じ時間帯に給餌システムを動かすべきではありません。。 

 給水器：鶏群の毎日の飲水消費量が十分であることを確実にしてください。ラウンドドリン
カーの水のレベルは約1㎝あるべきです（天候が暑い場合は要調整）。ニップルシステムの水
圧は水を飲もうと待っている鶏の数（ネストの入り口に「壁」を作り、ネストへのアクセス
を制限してしまう）を減らすためにも、少なくとも90ml/分の流量にするべきです。産卵開始
の間、午後に断水し、メスをスラットの上へ誘導するために照明を消灯する1時間前に水を元
に戻すことは可能です。 

 ネスト：メスは最初の卵を産む約1週間前にネストを探し始めます。そのため、ネストは予定
産卵開始日の1週間前から日中解放できますが、ネストを清潔に保つため夜にネストを閉じま
す。ネストの蓋（2つのうち1つ）を少なくとも40～50％産卵になるまで上げてください。ネ
ストが開いてしまえば、40～50％産卵が達成されるまで、メスをネストに誘導するために毎
日午後にネストに敷料を入れるか、餌を入れることは可能です。 

産卵開始時にネストの床は可能であればフラットにセットし、日中他の鶏をネストに入るよ
う促すために初卵をネスト内に残します。ダミーの卵の使用も可能です。移動の瞬間から、
鶏群に騒音や振動に慣れさせるため毎日数分間集卵ベルトを回してください。 

もしネストに「小さい照明」が備え付けてあるなら、鶏舎消灯後20～30分で消灯してください。 

換気システムの正しい管理は、メスをネストの中に入るように、また産卵するように促すた
めに舎内温度は18～24℃で維持し、強い空気の流れが出ないようにするべきです。プラスチ
ックシートをネスト内の風速を下げるためにネストの下に敷くことが可能です。 
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 巣外卵の集卵：これは、巣外卵レベルの管理において非常に重要です。1個の巣外卵が他の鶏
に影響します。さらに、鶏群のネスト使用が最大になる時、少なくとも1時間に一度の定期的
な集卵が初産から必須です。鶏舎内を頻繁に歩くことでメスの邪魔をし、床面で産むことを
阻止します。メスが慎重に持ち上げ、ネスト内に入れることも可能です。最終的に「床面を
歩くこと」はメスがネストに向かうことをアシストします。 
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-15 +15  

  -30  

-30分: 

ネストを開ける 

- 25分: 

ネストの中を点灯する 

-15分:  

水道を開ける 

+15分: 

1回目の配餌 

照明ON 

給餌器・給水器・ネストの管理と照明 



www.hubbardbreeders.com 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 

 

 オスの管理は、巣外卵レベルの管理を助けることにもなり得ます。 

目標は、性成熟したオスを配雄することですが、メスがストレスを感じないように
攻撃性の制限が重要です。高繊維飼料の使用は、オスの採食時間増加に役立ち、メ
スの産み始めと同時にオスに飼料を与えることでメスをネストへ向かわせることに
役立ちます。 

 
 電気フェンス： 

法規制が許される場合、電気装置の使用はメスをネストへ向かわせることに役立つ証明になり
得ます。しかし、上記で述べた推奨が完全に成功しない場合、慎重に最後の手段として使用す
べきです。 

1- 鶏舎の側壁周りと給餌トイの下にワイヤーを設置してください。特定の状況においては、
これは産卵開始前になされる得るべきです。 

2- ネストと反対側の壁でシステムを前進的に始めてください。 

3- 朝の給餌後2～3時間の間に断続的にシステムを作動してください（例：10分作動、 

20分停止）。 

食後、特に給餌システムの下でのこのシステムの使用や産卵率が最大になる期間での使用を保
証してください。巣外卵のレベルをコントロールできればすぐに、このシステムの使用を終了
してください。 

鶏群の移動を妨げないために、給餌システムを正しい高さにし、下記の写真のとおり電気ワイヤーをト
イの下に取り付けるべきです。                               6/7 
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パンフィーダーシステムを使用する場合、敷料の上に直接置くことができ、巣外卵が発生しているエ
リアに応じて進行的にスラットの近くへ移動できる可動式システムを検討できます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

contact.emea@hubbardbreeders.com contact.americas@hubbardbreeders.com contact.asia@hubbardbreeders.com 
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Les données de performances fournies dans ce document ont été établies à partir de notre expérience et des résultats obtenus de nos propres animaux d’expérimentation et des animaux de notre clientèle. 
Les données de ce document ne sauraient en aucun cas garantir l’obtention des mêmes performances dans des conditions de nutrition, de densité ou d’environnement physique ou biologique différentes. 
En particulier (mais sans limitation de ce qui précède), nous ne donnons aucune garantie d’adéquation au but, à la performance, à l’usage, à la nature ou la qualité des animaux, ni aucune garantie de 
conformité avec les réglementations locales relatives à la santé, au bien-être, ou autres aspects des productions animales. Hubbard ne fait aucune déclaration quant au caractère précis ou complet des 
informations contenues dans ce document 


